
科 目 名
（ 英 語 表 記 ） 居住熱環境学（Dwelling Thermal Environment) ポートフォリオ

学 年 ・ 学 科 ２年･建築学専攻 単 位 ・ 期 間
選択2単位･前期週2時間(授業時間30時間)

(自己学習時間60時間)
＜学生が記入する上での注意事項＞

【授業計画の説明】　枠内に○か×かを
記入すること。

【理解の度合】（記入例）ファラデーの法
則、交流の発生についてはほぼ理解でき
たが、渦電流についてはあまり理解でき
なかった。

【試験の結果】定期試験の点数を記入
し、試験全体の総評をしてください。（記
入例）ファラデーの法則に関する基礎問
題はできたが、応用問題が解けず、理解
不足だった。

【総合達成度】では、【達成目標】どおりに
目標を達成することができたかどうか、記
入してください。

ルーブリック評価の【自己評価】では、到
達したレベルに○をすること。

＜教員が記入する上での注意事項＞

担 当 教 員 小原　聡司 連 絡 先
建築学科棟2階

　第7研究室
オ フ ィ ス
ア ワ ー

月曜16:20～

【授業目的】
　本科では内容が高度として扱わなかった建築環境工学各分野の重要項目から，主として室内熱環境の形成に影響する
日射･伝熱･換気･体感に関する項目をピックアップして教授することにより，熱に関連した事項についてより広い知識をつけ
させる。また教授項目に関連した演習を行い，学習した理論の実際への応用について理解を深めさせる。

【履修上の注意】
　　講義内容の理解度や応用性を高めるため，ほぼ毎時間，作図や計算機を使った例題や演習を行うので，常に目盛り付
き定規及び計算機(できればプレイバック機能付き電卓かポケコンが望ましい。)を持参すること。

【事前に行う準備学習や自己学習】
　準備学習として本科で使用した教科書やノートを使って，建築環境工学と建築設備の各種用語及び定義の予習しておく
こと。なおほぼ毎回の課題演習は自己学習の事後学習として評価する。

【達成目標】
1)熱移動や室内熱負荷に関する概念･用語を説明でき，定義式を展開できること。
2)関連する図表類や計算式を自ら選び，必要な諸値を適切に設定できること。
3)複雑な手計算(関数電卓使用)である程度の予測や見積もり計算をある程度正確にできること。
4)室内の熱移動に関する総合的な概念を説明でき，必要な情報を自ら入手できること。

学　　習　　到　　達　　目　　標

ルーブリック評価とは設定された到達目
標の合否および到達レベル（到達度の程
度）を示す基準です。

ル ー ブ リ ッ ク 評 価
理想的な到達レベルの目安

（ Ａ ）
標準的な到達レベルの目安

（ Ｂ ）
未 到 達 レ ベ ル の 目 安

（ Ｃ ）

評 価 到 達 目 標 項 目 １

熱移動や室内熱負荷に関する
概念･用語を十分説明でき，そ
の際に定義式を自由に展開で
きること。

熱移動や室内熱負荷に関す
る概念･用語をある程度説明
でき，必要に応じて定義式を
ある程度展開できること。

助言があれば熱移動や室内
熱負荷に関する概念･用語を
最低限説明でき，必要に応
じて定義式を最低限展開で
きること。

【自己評価】

Ａ　　　・　　Ｂ　　・　　　Ｃ

評 価 到 達 目 標 項 目 ２

関連する図表類や計算式を正
確に自ら選び出し，必要な諸値
を完全に設定でき，他の人にも
指導できること。

関連する図表類や計算式を
ほぼ正確に選び出し，必要
な諸値をある程度設定できる
こと。

助言があれば関連する図表
類や計算式を選び出し，必
要な諸値も最低限設定でき
ること。

【自己評価】

Ａ　　　・　　Ｂ　　・　　　Ｃ

評 価 到 達 目 標 項 目 ３

複雑な手計算(関数電卓使用)
で正確に予測や見積もり計算が
でき，他の人にも指導ができるこ
と。

通常の手計算(関数電卓使
用)である程度正確に予測や
見積もり計算ができること。

助言があれば簡易な手計算
(関数電卓使用)で最低限の
予測や見積もり計算ができる
こと。

【自己評価】

Ａ　　　・　　Ｂ　　・　　　Ｃ

評 価 到 達 目 標 項 目 ４

室内の熱移動に関する総合的
な概念を完全に説明でき，必要
な情報を完全に入手したり，他
の人に指導できること。

室内の熱移動に関する総合
的な概念をある程度に説明
でき，必要な情報をある程度
入手できること。

助言があれば室内の熱移動
に関する総合的な概念を最
低限説明でき，必要な情報
を最低限は入手できること。

【自己評価】

Ａ　　　・　　Ｂ　　・　　　Ｃ

到　　達　　度　　評　　価　　（％）

成績の評価方法について
・定期試験(中間試験(1回)･前期末試験
験)を2/3，演習課題の合計点を1/3で重
み付けして100点満点で評価する。

評価基準について
・演習課題は作品の正確さ･美しさ･工夫
を考慮して1回１０点満点で次のように記
号を点数換算している。A+＝10点,A＝9
点,A－＝8点,B＋＝7点,B＝6点,B－＝5
点,C＋＝4点以下。再提出は8点満点。
提出遅れは適宜減点する。
･学年成績60点以上を合格とする。

　　 　　　   　　　　評価方法

指標と評価割合

定 期 試 験 小 テ ス ト レ ポ ー ト 口 頭 発 表 成果品 実技 そ の 他 合 計

総 合 評 価 割 合 67 33 100

知識の基本的な
理 解

　 　

思考・推論・創造
へ の 適 応 力

33 16 49

汎 用 的 技 能 34 17 51

態 度 ・ 志 向 性
（ 人 間 力 ）

総合的な学習経験
と 創 造 的 思 考 力

　 　

【教科書】 田中俊六・武田仁他2名著，最新建築環境工学改訂４版(井上書院)　　ISBN978-4-7530-1757-7

【参考資料】 木村健一編著，建築環境学1,2(丸善)　　ISBN4-621-03706-4

【学習・教育目標・サブ目標との対応】（低学年） －
【JABEE基準との対応】

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(c)(d)
【学習・教育到達目標との対応】（高学年・専攻科） (B)



【授業内容】 【授業計画の説明】（実施状況の記入）

授　業　要　目 内　　　容 時　間

１．授業計画の説明 1_授業計画･達成目標･成績の評価方法等の説明。 1 　

２. 建築伝熱 　 　 【理解の度合】（◎教員は授業の実施状況を記入）

　2-1　非定常伝熱問題
2,3,4_非定常伝熱の計算法，差分法，単位応答，吸熱･貫
流応答，レスポンスファクタ法について説明し，関連した演
習を行う。

7

　2-2　日射遮蔽

5,6_影のある場合の熱授受，日射遮蔽係数，１～３層の日
射遮蔽係数の計算について説明し，関連した演習を行う。 4

３．熱負荷計算１
　

　

　

7,8_顕熱･潜熱負荷，実効温度差，壁の熱的軽･重タイプに
ついて説明し，熱貫流や伝導時間遅れ，換気を考慮して室
の応答係数を求める。

4

11,12_標準気象データの内容，直散分離について説明し，
関連した演習を行う。また拡張アメダスデータの利用に関す
る演習を行う。

4 【理解の度合】（◎教員は授業の実施状況を記入）

前期中間試験 9_ 1.5

５．熱負荷計算２
13，１４，１５_事務所ビルを対象にして，中間階･最上階及
びゾーニングによる冷暖房熱負荷を求める。

6

【試験の結果】　試験の点数（　　　　　）

試験答案の返却及び解説，訂正作業 10_試験問題の解説及びポートフォリオの記入 2

４．気象データ

前期末試験 (1.5) 【試験の結果】　試験の点数（　　　　　）

試験答案の返却及び解説 16_試験問題の解説及びポートフォリオの記入 1.5

合計時間 30 【総合達成度】　総合評価の点数（　　　　　）

【備考】
【評価の実施状況】（◎教員は総合評価をを出した後に記入する。）


